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はじめに：近畿地域では，近年，河川や湖沼の水質汚濁が進行してお

り，農業用ため池についても，その例外ではない．本研究で対象とした

大阪府東除川流域の農業用ため池の水は，その上流部にある集水域

からの集水に加え，東除川から集水している．ため池に貯留された水

は，ほぼ全て水田で利用され，その後東除川に流れ込む（図 1）．水田

には窒素除去能すなわち水質浄化能があるので（田渕，1989 など），

水田を通過したため池の水は，ある程度浄化されて東除川に流れ込

んでいる．一方で，大阪府の水田面積は，図 2 に示したとおり，第 2 次

大戦以降減少の一途である．高度経済成長期（1960 年から 1975 年）

にはさらに急激に減少し，その後やや緩やかにはなっているものの減

少を続けている（農林水産省，2007）．もし，水田がこのまま減少すれ

ば，ため池からの水がそのまま東除川に流れ込むことになり，東除川

の水質をさらに悪化させることが危惧される． 

田渕(1989)は，地形連鎖にもとづいた窒素排出量モデルを構築し，

その中で水田の窒素除去量を算出するモデル式（以下，モデル式）を

提案している．そこで本研究では，東除川流域における，ため池から

河川に流れ込む水（図 1 の点線部分）への水田の浄化効果について，

統計値をもとにいくつかのケースについて算出することを目的とした． 

解析：大阪府東除川流域の 6 つのため池（A-F 池）を解析対象に選ん

だ．田渕(1998)の概念にしたがって，各ため池について図 1 に示したモデルユニットを組んで計算を行っ

た．本研究では，ため池の貯水量と同量のため池の水が，水田に流れ込むと仮定した．また，当該地域で

は，ため池の水はほぼ全て水田に流れ込むことから，灌漑率を 100%と仮定した．解析に必要な各ため池

の貯水量や水田面積は溜池台帳から引用した．また，降雨量は当該地域のアメダスデータ(1300mm)を採

用した．流出量は田渕(1998)にしたがって 700mm とした．降雨中の全窒素濃度(1.0mg/L)と水田からの排

出原単位(10kg/ha)を採用して計算した（田渕，1998）． 

水田による窒素除去量 R’ kg/d は，モデル式（式 1）を用いて算出した（田渕，1998）． 

図 1 ため池のモデルユニット

Fig. 1 Model Unit of Reservoir
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ここで， F は植生係数（今回は 2 に設定），P は水流の条

件により変化する効率係数（今回は 0.5 に設定），Xu はた

め池の水の窒素濃度(mg/L)，ao は除去係数（今回は

20℃の値(0.0094)を用いた．），q は水田通過量を水深で

示したもの(m/d)，Ap は水田面積(ha)である．ため池から

の全流出負荷量(kg/d)と降雨による負荷量，水田から排

出される負荷量から，R’を引いた差を全流出水量(m3/d)

で除して，河川に流れ込む水（＝水田から排出される水）

の全窒素濃度(mg/L)を算出する． 

大阪府の水田面積の変遷（図 2）を踏まえ，本研究で

は水田面積が減少した場合（現在の水田面積を 1 として，

0.75, 0.5, 0.25, 0）について計算した． 

結果と考察：水田面積の変化に対する，河川に流れ

込む水の全窒素濃度の予測値を図 3 に示した．ため

池の水の全窒素濃度（水田面積 0.0）は，現況（水田

面積 1.0）では，ため池の水を水田に灌漑することで，

降雨との混合による希釈と水田の浄化作用によって，

水質が改善され，河川に流れ込む際には，雨水と同

程度まで，全窒素濃度が低下していると予測された． 

また，水田面積が減るのにつれて（図 3 横軸右から

左），全窒素濃度が高くなると予測された．本研究で

は，減少した面積から新たに排出される窒素負荷を

計算から除外しているが，工業用地や宅地が造成さ

れ，そこから窒素が排出されれば，工業用地や宅地

の窒素排出原単位（当該地域の宅地：290kg/ha，田

渕ら(1998)に従い算出）は水田に較べて高いため，

全窒素濃度はさらに上昇することが予想される． 

おわりに：田渕(1998)の提案したモデルを用いて，た

め池から水田を経由して，東除川に流れ込む水の水質を予測した結果，水田の浄化機能等によって，水

質が著しく改善されていることが予測された．また，水田面積の減少が水質を悪化させることも予想された． 
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図 3 水田面積の変化に対する，河川に流れ込

む水の全窒素濃度の変化予測（現在の水田面

積を 1 とする．） 

Fig. 3 Change in Predicted Total Nitrogen 
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図 2 大阪府の水田面積の変遷 

Fig. 2 Historical Change in Paddy Field Area 
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Fig. 2 Historical Change in Paddy Field Area 


